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和文抄録：有吉佐和子の「悦惚の人』が、1970年代にベストセラーとなり、この作品に登場する老人
のように、下の世話までされて逝きたくなとの思いの表出が､「ぽっくり信仰」を「流行習俗」にした
と言われた。「ぽっくり信仰」は祈祷を受けた下着を身につければ「安楽往生」ができるとの現世利益
にすがった俗信にすぎない。通常、我々は合理的に思考し行動しているように見えながら、人事では
いかんともしがたい場面に遭遇したとき、無意識のうちに祈ったり、お守りを握ったりして、「すがる
心性」を己の中に見出すことがありえよう。筆者は８年にわたり全国各地の「ぽっくり信仰」の現地
調査を行ってきた。この知見をもとに､合理と非合理に足を突っ込み生きる人間のあり様を考えたい。
と同時に、この信仰が「嫁不要信仰」「嫁楽信仰」と呼ばれることから、ジェンダーの視点からも考え
てみたい。
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１本稿の問題意識
本稿がテーマとする「ぽっくり信仰｣')はいわば俗信2)であり､近代の合理主義的な因果律が成り立たないと言
う意味で、怪しげに思われよう。祈祷を受けた下着を身につけたり、枕の下に置いて寝たりしようが、安楽往
生に結びつくわけではない。だが、因果律で立証できないものをまがい物と即断するのは、あまりに短絡的で
あろう。自分自身をふり返っても、自分では説明できない非合理な言動をしてしまうことがあろう。無神論者
だと自負していても、自分や自分にとっての情愛の対象の生命の危機に臨んで、ひっきりなしに祈り、なんで
もいいからすがりつこうとする心性が芽生えやしまいか。
かげぜん
戦時の「流行習俗」といわれた「蔭膳｣3)は、まさしく科学的合理主義から見たら、非合理な俗信Iこすぎない
と言えよう。戦地に出ている父や夫や息子が、今日も無事でいてくれると確信したくて、温かいご飯を茶碗に
もって蓋をし、蓋に湯気がついているのを見ると、今日も元気でいてくれると確信する呪法が行われた4)。民俗
学者の柳田国男や桜井徳太郎も、戦地にいる家人の生還を祈願する戦時の「流行習俗」としての「蔭膳」に言
及している（柳田１９６２：445、桜井１９６３：１６)。「蔭膳」の行為主体の家人も、この呪法によって今日を生きる
力を得たのかもしれない。人間が合理と非合理の両方に足を突っ込み生きている姿が、そこから見えてくる。
｢ぽっくり信仰」は、老いそしてやがて訪れる「私の死」に対する不安、介護忌避感情など、合理主義では割り
切れない混沌とした思いの産物であろう。岩井宏責によると､俗信は蝿ﾈj釜‘)を求め､その内容は｢神仏のほ
うから与えられるというよりは､祈願するものの側から要求する性格をもった」ものであり、「人々の生活感覚
に直結した身近なご利益」に関わるもの（岩井2012:224-5）とされている。また、飯島吉晴は、現世利益祈願
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は、「神仏を自己の目的の手段として利用しようという態度が大半である。（中略）自己を内的に変革すること
よりも、日常生活に連なったままで神仏に祈願し、外的に罪ケガレや厄災を蕨ってしまおうとするのである」
(飯島1999:179）としている。飯島は、「ぽっくり信仰」を、高齢社会を生きる発言力をもたない「老人の不安
表明」と捉えている（飯島1999：188,194)。
通常、我々は合理的に思考し、何をなすべきかを選択肢の中から選び行動しているという意味で、合理的思
考が身についているようにも思われる。だが、同時に思いもよらないところで、無自覚に俗信を受け入れてい
る己を見いだすことがあろう。おみくじで大吉があたると、良いことが自分に起きることを期待してしまわな
いか。さほどの信心もないのに、お守りの１つや２つ持ってはいまいか。人事ではどうにもできない危機に直
面した時、そのお守りを握りしめたりしないと言い切れるだろうか。本稿が取り上げる「ぽっくり信仰」は、
ぽっくり往生ができるとの現世利益が込められた俗信であり、かつてほどの「流行習俗」ではないものの、今
日も生き続けている。下の世話をされることなく、長患いして苦しまずに逝きたいとの「利己的願望」と、寝
たきりになって家族の世話になり迷惑をかけたくないとの「利他的願望」との接結点に、この俗信は位置づけ
られよう。と同時に、「ぽっくり信仰」は、ジェンダーを学んだ介護問題でもある。というのは、「ぽっくり信
仰」は「嫁いらず信仰」「嫁楽信仰」などの呼称があることから､介護は嫁がやって当然との見方が込められて
おり、介護を女の仕事とみなす性別役割分業が透けて見えてくるからである。
本稿が扱う「ぽっくり信仰」は､｢老いと死」の芋む余剰や過剰を照射することをねらいとする上位テーマの
下位に位置づけられる小テーマのうちの１つである。1972年、有吉佐和子の『枕‘惚の人』が出版されベストセ
ラーとなるが、この小説に描き出された痴呆症老人（表記は原作のまま）の記述は眼を覆いたくなるもので、
｢ぽっくり信仰」を一躍「流行習俗」にしたと言われている。松崎憲三も、「ぽっくり信仰」を「一種の社会現
象として爆発的に流行」させたとして、有吉の小説とこの俗信との関連をあげている（松崎2009：189)。この
さらでんじ
時代、観光バスが奈良の有名な「ぽっくり寺」である吉田寺や阿日寺へと向かい、祈祷を希望する高齢者であ
ふれたという。だが、数年前に両寺を訪ねてみたが、静寂そのものであった。本稿は、「ぽっくり信仰」の現地
調査から得られた知見を通して、この俗信を全面否定せずに生きる人間のあり様に着目したい。その底流には
｢俗信とは何か」との問いを抱えている。戦後間もなく文部省が組織した「迷信調査協議会」のメンバーの議論
でも、迷信や俗信の定義をめぐる困難が認識されたことにも触れる。
、
じ
犬のフンなどを踏んだりすると「エンガチョ、エンガチョ、○○ちゃんエンガチョ」とはやし立て、自分自身が
踏んでしまった場合、必死になって誰かにタッチしようとする。タッチできれば、「エンガチョ」の積れは、タッ
チした子に移転し、自分は積れを免れる。「エンガチョ切った」と言って、両手で作った指を輪の形にし、エンガ
チョでない子に切ってもらえば、エンガチョにはならない。
履いているサンダルや靴を、空に向かって投げて、履物が表になるか裏になるか横になるか……によって、明日
の天気を占った。明日は、晴れだ、雨だと天気予報士みたいなことをした6)。
後に論ずるように、俗信の中で実害のあるものを迷信と定義してみると、上記の事例は俗信にすぎないよう
に思われる。しかし、京馬伸子は、機れをめぐるこのエンガチョ遊びの構造分析および、この遊びの亜流を含
めた分析、さらには多くの聞き取り調査を通じて、遊びに内在する横れ意識の問題がいじめへと連結する実態
を指摘している（京馬l990a,l990b,1991)。もっとも、筆者の経験では、特定な子が標的になることはなく、エ
ンガチョの稜れに陥る平等性は担保されていた遊びであったと記憶している。次の例は、まさしく否定すべき
実害を伴う迷信である。作家の石坂洋次郎（1900-1986）が、故郷の青森で小学校５．６年生の頃、垣間見た出
来事である。用事で同級生の家を訪れた時のことである。家の主は飲んだくれの車夫で貧しい家であった。同
級生は不在であった。
茶の間の炉端で、同級生の妹と母親のやっていることを見て、胸をしめつけられる思いがした。母親の傍に大きな
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便器が置いてあり、その中の液体に箸でつまんだ綿を浸し、それで長いこと患っている娘の目を洗ってやっている
のだ。「よくあたるイタコがあってネス、この娘の目は本人の小便で洗ってやれば早くなおると言はれて、このあ
いだからこうして洗ってやってるども、たしかに少しずつよくなっているようですジャ」と、母親は説明した（石
坂１９７１：７８)7)。
生活苦のために医者にかかったり、養生したりすることもできずに、イタコの呪術で病気や不幸をはらって
もらう生活が描き出されている。イタコと呼ばれる当地の女性占い師により勧められた行為であり、母親は今
日の我々からしたら不衛生極まりないこの非科学的行為のご利益を信じて疑わない。これは衛生・健康といっ
た科学に対する無知ゆえであるが、こうした類の迷信は排除すべき対象である。医者にかかることができない
という点で、この場合「貧困」という経済的要因が関わっていることは言うまでもない。迷信が時に差別を温
存し生みだすことがあるし､無知が迷信を助長させることも問題である。「ぽっくり信仰」は気休めに過ぎない
俗信だと言えようが、なぜ消滅することなく時には地域社会のなかで守られ管理され続けているのだろうか。
２「ぽっくり信仰」の先行研究
すでに拙稿（佐々木2011）にて、先行研究を提示しているため、ここでは概略のみにとどめる。「ぽっくり信
仰」には「ころり信仰」「嫁いらず信仰」など多様な呼称があるが､本稿では「ぽっくり信仰」を多様な呼称の
上位に位置づけ使用する。
神崎宣武は、科学が発達し宗教の思想がありながら、なぜ人々には不安が内在するかを問いかけ、まじない
によって払拭されるわけではないにしろ、「不安の表徴であると同時に、不安を安心に転換する行為でもある」
とまじないを位置づけている（神崎１９９９：１５)。さらに、いつの時代にも病気癒しの願いが存在し、「これだけ
医学が発達し、医療体制も整った近・現代でも、時どきその顕在化へのきざしがみられる」とし、その例とし
て「ポックリ寺・嫁いらず観音・ボケ封じ観音など」を流行習俗としている（神崎１９９９：８２)。
「ぽっくり信仰」については、その意味を問いかけるなど老人問題の１つとして、また老人の抱えた孤独の問
題提起などと関連しての研究もみられるが8)、民俗学的な紹介やルポルタージュに分類されるものもある')。そ
の信仰の実態は極めて現世利益を願う呪法的色彩の強いものであり、拝む対象にしても、それが神でも仏でも
人神でも気にしないという心性がみられ､既存宗教に吸収させるには無理があろう。信仰対象は多岐にわたり、
観音や地蔵が多いものの、阿弥陀、不動、薬師、明王、間魔、天狗、那須与一（与市の表記もあり)、弘法大師
など多岐にわたる。「ぽっくり信仰」の下位概念に位置づけられる「嫁いらず信仰」は､漢字で書くと「嫁不要
信仰」であり、西日本のみに存在する。
３本稿に至るまでの一連の問題意識
「ぽっくり信仰」をテーマとした一連の拙稿では、「すがる心性」を捨てきれずに、俗信にすぎないとわかっ
ていながら､この俗信を捨てきれない人間の不条理なあり様を考えることをねらいとしてきた。その底流には、
老いの不安、介護されることの忌避願望がある。
「ぽっくり信仰」という俗信を、あえて死生観の１つと捉え、拙稿（佐々木2011）では比較の手法で論じた。
比較の対象としたのは、第１に、既存宗教プロテスタントの信仰を粗に、死と背中合せの病苦を受容し生きぬ
いた三浦綾子の自伝的作品'0）『道ありき』であり、第２に、癌の宣告を受け１０年にわたり死と向き合い研究生
活に打ち込みながら、自身の心象風景を既存の宗教にすがらず見据えた学者岸本英夫の『死を見つめる心』で
ある。だが、岸本でさえ、「生命に対する執着は、藁の一筋にさえすがって、それによって迫ってくる死に抵抗
しようとする」（岸本1973：１４）と、「すがる心性」を訴えている。死の宣告を受けた岸本もぽっかりと空いた
心の空洞を埋める術を見いだせずに苦しむ。そして、第３に、土俗的呪法と結びつき長患いして苦しむことな
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〈安楽な死に方を祈願する習俗に光を当てた松崎の『ポックリ信仰』を位置づけ、これを土俗的見地からの死
生観として論じた。「ぽっくり信仰」が近代の知性と縁遠い土俗の顔を持ちながら、パラドキシカルなことに、
近代の自立の心性（他者に迷惑かけずに逝きたい）に絡め取られているという意味で、その社会的背景への考
察に研究意義が見いだしうると捉えたからである。
さらに、ジェンダーの視点から、この俗信の別称「嫁いらず信仰」の信仰対象が地蔵と観音に収敵すること
の潜在的意味を問いかけたのが､拙稿（佐々木2015a）である。また、介護されることの忌避願望のあらわれと
しての「ぽっくり信仰」の理解のために、拙稿（佐々木2015b）では、介護問題を15の介護小説の文学的想像力
を借りて、介護者と被介護者の軸を使っての類型化を試みた。嫁による無償労働としての介護と相続問題につ
いては､拙稿（佐々木2013）で取り上げた。「高知女性の会」が発行した『模範嫁を尋ねて－介護保険の現代的
意味を考える」（高知女性の会2000）は､12名の「介護嫁表彰」を受けた女‘性からの聞き取りをまとめたもので
ある。ある女性は「介護１７年、義祖父母夫婦、義父母夫婦の４人を看たことになる。夫は介護は『女の仕事』
だと言って全く手伝わなかった」（高知女性の会2000:55）と述べている。家事・仕事・介護の苦労の中を生き
てきた高齢女性から、決まって聞かれるのは、献身的に義親介護にあたってきた嫁でありながら、自分が高齢
化して介護を必要とするときになると、「自分が義父母にしたようなことを嫁や娘に期待しない。（中略）子ど
もたちには迷惑をかけないようにしたい」「子どもたちには、自分がしてきたことをして欲しいとは思わない。
そんな苦労はさせたくない」（高知女性の会2000:19,47）との声である。このあり様は、「ぽっくり信仰」の芋
む介護とジェンダーの問題である。
４俗信（迷信）の定義の困難一戦後の文部省の迷信調査協議会の議論より
4.1身近な俗信（迷信）－丙午の出生率落ち込む
丙午（ひのえうま）は、６０年に１回まわってくる。丙午の年に生まれた女性は気性が激しく夫の命を縮める
などのいいつたえにより、出産を控える風潮については、戦後間もない1950（昭和25）年３月20日開会の「第
七回国会衆議院文部委員会｣''１でとり上げられている。並木芳雄議員の「ひのえうまの人は結婚ができない、今
年はとら年だから結婚式をあげないとかいう、つまらないことで、せっかくの良縁がペケになってしまう、こ
ういうことから相当社会問題として、大きな問題になっておるのであります。（中略)迷信の弊害除去、そうい
うものに対する施政の方針をお伺いしたい」との質疑に対して､高瀬文部大臣は次のように答弁している。「昔
からの迷信につきましては、これも取締りでどうするということは、やはりできないと思いますが、それがた
めに人間の生活に悪い影響を典えるというようなことがあるとすれば､(中略）社会教育の運動によってこれを
打破して行く、また学校教育の上でもって、科学思想とか、健全な常識とかいうものを潤養して、打破して行
くというよりほかないと思っておるわけであります｣。
戦後すぐの第１次ベビーブーム期には合計特殊出生率は4.3を超えていたが､1950年以降急激に低下した。そ
の後、1970年代前半の第２次ベビーブーム期に上昇に転じ、ほぼ2.1台で推移していたが、1966年（丙午）一気
に1.58まで落ち込み、翌年には2.0以上に回復している'2)◎丙午に合理性はないとわかっていながら、この出生
率の落ち込みである。丙午が戦後社会においても潜在的な力を持ちえたことの証左といえよう。
4.2戦後の文部省の迷信調査協議会の議論
戦後、文部省が迷信調査に乗り出し、１０名の委員からなる協議会での議論を重ね、その結果が３回の報告書
にまとめられている'３１。２回目の報告書には、1949年５月１２日に開催された「迷信をどう考えるか」という座
談会の記録が掲載されている。これに依拠して、抜粋の形で委員間の見解の相違を一部提示する。そこから迷
信を定義することの困難が看取される。参加した委員は、大学教員が多いものの役人や新聞社員も含まれ、専
門分野もまちまちである。以下は議論の一部抜粋である。
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深川：精神的なものを迷信の範園の中に入れるのはどうでしょう、非常に危険ぢやないでしょうか。
日野：たとい精神的なものでも、それが明らかに不合理と断定されるものは迷信に入れてよい。
今野：それはナンセンスですよ。しかし自然科畢上の立場からばかり迷信を定義すれば、恐るべき信仰・宗教の破壊・
冒涜になります。
日野：自然科畢というものは何でもすべて唯物的であるようにいいきるのは濁断ですよ。それはともかくとして、この
遇で今野さんが好んで使われる「俗信」というものと迷信とのけじめをハッキリつけていただきたいのです。
今野:そうなんですよ。そのためにこそ、この座談曾をやっているのですが、けじめをどうつけるかが、中心テーマで
すね。
（中略）
今野：今のわれわれの理窟なり自然科畢なりの考え方に反する考え方まで責害ありとして迷信の中に入れたいとおっ
しゃるのですね。
日野:寅害の有無に拘わらず、誤ったものは迷信に入れることには僕は賛成です。もっとも誤ったものは営然賞害を伴
いますがね。
古畑:僕も賛成です。例えば星でもって相性をきめて結婚の相手を決めるというふうな、明らかに資害を伴ったものこ
れは迷信として文句ないと思う。（以下略）
今野:反封します。そこまでを迷信にすべきじゃない。そんな相手の定め方は、放っておいても少なくなり、無くなり
ますよ。
（中略）
岸本:大事なのは、みんなが共通に迷信と考えられるものは何だろうということですね。ここまで許し合うというみん
なの公約数を出そうじゃありませんか。
（発言者）深川恒喜～文部事務官日野涛一～東京大学医学部講師岸本英夫～東京大学教授文学博士
今野回助～東京日日新聞社員・民俗学研究所理事古畑正秋～東京大学理学部講師・東京天文台技官
こうした形で迷信を議論せねばならないほど、医学上・衛生上の問題などが深刻で、文部省が科学的思考を
教育に入れて迷信を除去しようとしたことはうなずける。だが､専門家の間でも、「黙視しがたい実害を伴うも
のを迷信」とすることにはほぼ同意したものの、実害をどう定めるかもまた議論のあるところであろう。前述
の丙午の問題にしても、出生率の低下を危倶する国にとっては害があるとしても、出産を避けたいと考える女
性にとっては格好な理由づけとなりうる。前述の座談会でも丙午の事例を迷信に含めることについては議論が
分かれた。さらに、迷信が信仰にかかわってくると、迷信の除去は信教の自由の侵害ではないかとの疑義が生
じる。医学者の日野は、「因果開係の認められない俗言俗習であっても、別に害がなく、人生に笑い・ユーモ
ア・うるおい．教訓」などを与えてくれるものは排斥対象とならないとするが、一見害がないように見える民
間療法の危険性を指摘する。例えば､｢おビンズル様の目をなでた手で自分の目をなでると眼病が治る」という
例をあげ、「おビンズル様をなでるのはみな病人である｣。病気が仏様の１人とされているおビンズル様を撫で
た人に感染していく。「責に恐るべき危険な民間療法である｣。このように､｢信仰の侭面をかぶった迷信がたく
さんある」と記している（日野1952:32-8)。また、迷信といわれるものをとおして社会の諸相が見えてくるこ
ともあるであろう。都市から遠い血縁の交錯する閉塞的な村落共同体での「キツネ過き」を調査し考察した大
柴弘子は、非合理にみられる「キツネ畷き」の背景に村落共同体内で生きてきた独特な人間関係、ねたみや嫉
妬が渦巻く共同体の潜在的な側面をみてとっている（大柴1977,1978)。
このような議論を踏まえたうえで言えることは、本稿でとりあげる「ぽっくり信仰」は、「実害を伴う迷信」
でもなく、さらに、危険な民間療法のような「信仰の仮面をかぶった迷信」でもない俗信であり、前述したよ
うに、土俗的色彩をおびた死生観として考察の対象とするのにふさわしいものであると考える。
佐々木陽子：「ぽっくり偏仰」という俗信から見えてくる「すがる心性’２１
５現地調査から見えてくる「ぽっくり信仰」の実態
図１群馬県安中市ぽっくり地蔵尊
洞の脇にベンチ
(手前）があっ
て、お参りに来
る住民たちの憩
いの場になって
いるらしい。し
ばらく待ったが
お参りの人には
であえず。洞の
中にお地蔵さまが祁られ､折鶴や花や
らが飾られ､住民がよく管理している
ように見受けられた｡住民管理のぽっ
くり地蔵である。
図４愛知県常滑市来応寺ぽっくり
地蔵
小柄な複数のお地蔵様が洞にいる。力
ラフルなお手作りの前垂れやら帽子
やらがすべてのお地蔵様に藩せられ
ており、生花も活けられている。「極
楽往生の祈りを込めて､お参り<ださ
い」と書かれた小さな看板が出てい
る。ほこらの上部に「ぽっくり地蔵
様」と書かれた看板がつけられてい
るｃ
晒恐
＃
９
i'’
1Ｉ
｜､一一一
’二溝蝋)冊I，
図２香川県高松市鬼無のぽっくり 図３香川県坂出市八十場地蔵尊
地蔵 ロホックリ地蔵」と呼ばれている。住
瓦屋根のお堂の中に「ぽっくり地蔵」 民によって丁寧に管理され､帽子、前
が肥られている◎花が活けられ､台座 垂れなどお揃いの布で作られ､花も活
とお揃いの前垂れが掛けられ､丁寧に けられていた｡図ｌ同様にこちらも寺
住民に管理されているようである。 社と関わらない地域の住民管理の地
ぽっくり地蔵であることが明記され 蔵である。
た清板が出ているｃ
図５徳島県名西郡那須与一神社
上部に那須与一の弓で射るシーンの
絵が飾られている。千羽鶴・花．飲み 図６大分県竹田市八幡山ぽっくり
物･酒などが供えられ、小さなお堂は 地蔵尊
よく管理されている｡与一とぽっくり 右から「寝つかぬ地蔵噸」「ぽっくり
の関係はこう説明されている。「一発 地蔵尊」「ぼけない地蔵尊」の三体の
命中という小気味のよい語り草が､生 お地蔵様が並ぶ｡赤い帽子と赤い前掛
死の苦しみを一発でとり除いてくれ けがお揃いでかけられ、花も活けら
るという、人間の願望につながり、そ れ､地域住民により丁重に管理されて
のことがぽっくり信心ということに いるらしい。３体は年老いて願う３つ
発展したと想像するのは､それほどむ の願いをかなえてくれる地蔵尊と位
つかしいことではないようです」（塚 置付･けられているｃ
本1976：170)ｃ
図７福島県会津若松市のコロリ３観音のうちの一つの弘安寺
中田観音の抱きつき柱の案内図。鳥越観音の抱きつき柱には「夫婦
和合・家庭円満」と書かれており、性とのかかわりが読み取れるｃ
会津若松.iliには、３観音があり、どれも「だきつき柱」があり、
方向ばかりに抱きつくためか、不均衡に柱が擦れていた。抱きつき
柱については､塚本は「『性ｊと関係しているものと思われます。つ
まり柱に抱きついて祈念するということは、よき配偶者を得、それ
Iま子孫繁栄を祈ること」（塚本1976：281）とある◎塚本は伊豆天城
湯ヶ島の明徳寺で、正面の柱に抱きつき体をすりつけて祈願する人
がいることについて、「性的な欲望がいくらかでもあれば、『しも」
つまり垂れを予防するということになるのではないか、こんなふう
に考えられます」（塚本1976：221）と、コメントしている。
大権現様です。昔から一心にこの仇様に祈
る。ご利益の宣伝のようで
熊本県南阿蘇村宝来宝来（ホギホギ）神社のぽっくり天狛図９
霊謝ウ
藤；“
亨茎．＃
‘･ﾐ訴｜
謡顎｜
篭;‘筆｡
識
天狗i4)の鼻に円盤形の絵馬
がいくつもかけられてい勇塞自垂二
る。ぽっくり天狗はぽつく
り大往生やボケ封･じや介護
不要を祈願するものとある
Ｎが、絵馬は必ずしもその類
の祈祷に限らず、多様な願
い事が書かれていた。商業
主義的な雰囲気もないわけ
ではないが、多様な祈願を
この神社１つで賄っている
?????????????》》》???
?????
ユ
といった感じである。天狗図８群馬県館林市清林寺の「ぽっくり様」
のぽっくりはこの神社以外残念ながら看板の裏の洞は閉まったままで
見いだせない。右の若板にあったためご本尊は拝めずじまいであっ
｜
’
Iま、「ぽっくり天狗様,健康でた。寺の一角に「ぽっくり往生」の説明があ
長生きしてポックリと大往る。看板には｢ポックリ様この伽様は脊麻
生ボケ封じ介護不要」とあ
Ｚ２鹿児島lxlI紫大学柵祉社会学部論集第３５巻第１号
る。参拝客から石段でぽっくり往生した人が出てから「ぽっくり寺」と
りを捧げると桃様の図に苦痛なく安らかに
ある。ポックリ往生できると遠近の人が参詣に来
山されます。くわしいおがみかたは寺でお
?
?
》
聞きください」と神かれているｃ
る仏像が「ぽっくり薬師」である。灯舗には
れるが、それが「ぽっくり祈祷」であるかどうかの説明はない。右の
図１１熊本県八代市釈迦院４月の大祭と大祭で祈祷に使用する布
２回ほど訪れたが、毎年１回の４月の大祭は出店が出て人出もありに
ぎわっていたが、大祭以外の日は人気もなく閑散としていた。「ぽつく
り寺」と言われながら、それを宣伝するような立札はみあたらず、こ
の寺がぽっくり寺であることは口コミなどで広がっているようであ図１０埼玉県川口市西光寺「ぽっくり薬師Ｉ
りの門柱には、「瑠璃光浄土」（右）「ぽつく
川口市の市街地にあるお寺で、遠くに見え
言われるようになったとの話を聞いた。４月上旬の大祭に祈祷がなさ
り薬師」（左）と沓:かれていて、この寺は他
｢祈願後生安楽｣、そして左右の２本のｲi造
布は、祈祷希望肴に配られ、四隅に細いひもがついている。これを頭
封･筒に各自が自由な金額を入れる仕組みになっていた。
に乗せて祈祷を受ける。参与観察のつもりで祈:涛を受けた。祈祷料は
にも仏像をもち、この一角が「ぽっくり信
仰」のための空間に位置づけられている。
ならずに済む祈祷で
佐々木陽子：「ぽっくり儒仰」という俗1‘#から見えてくる「すがる心性」２３
図１３奈良県生駒郡の吉田寺
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qPh
ぽっくり寺と言えば、奈良の
???????（??）???‐
吉、寺を指すほどである。こ
の寺も、今は静かだが、祈祷Ⅱ
には普段より多く人が集まる
と思われる。思っていたより
落ち着いた寺であった。パン
フレットには､はっきり「ぽっ
くり往生の寺」とうたってお
??
り、「ぽっくり祈祷」をするとP
、蟹塑畷一電
書かれている。住職からｉＩｌ１:接
図１２奈良県香芝市の阿日寺の看板 説明を受けて知ったことだ
ぽっくり寺といえば、右の奈良斑鳩の吉田 が、祈祷の対象は下着で肌藩
寺と同様にこの香芝市の阿日寺もぽっくり とかパンツを連想してしまうが、肌に身に着ける物であれば、靴下で
寺の代名詞的存在である。通称｢ぽっくりさ あろうと帽子であろうと寝間藩であろうと、なんでもよいとの話で
ん」とも言われている。『往生要集.ｉで知ら あった。祈祷用の包む用紙が用意されていて、それに包める大きさの
れている恵心僧都源信の誕生院とされてい 範囲であれば何でもよいとのことであった。
る。
図１４京都市通称寺 図１５京都市即成院
下落を持参して失禁 ｢極楽往生｣をご利益にうたってい
る。寺の名前叩成寺にちなみ､ぽっを防ぐ・下の世話に
少ない集落の''1にありながら、千
くり寺として知られている。苦し
ある「タレコ封じＩ まずに往生したい人の参拝が呼び
(関西での呼称）など かけられている。「一千年の祈り
民間の習俗で知られ 願いが的へ那須与一の御利益
ている。祈祷１１は決 を」と書かれている。那須.Jj,一ゆ
まっていて、祈祷後下許の郵送などもできるとのこと かりの寺としても知られており、
裏手に墓がある｡京都でぽっくり寺と言うとこのお寺を指す｡であるｃ
図１７山口県周防大島町の岨継篤鰐議織識職もＭ図１６岡山県井原市の
心⑩駒みや.汐吻お豊揃い下嘩い以寸・飢卿.ｇ災掴
Ｌ,っ獣でＤＩＷ把紘郵睦全うし漂猷の叩蜘ｊｌｐＶ扇
「嫁いらす蟹観音院」とし〈『いr１$いらず』どいう怠蚊邸JSaMulBとい
り11て｡糎耶．
｡創腫眉……電ご閥…':"n§看板に「嫁いらず」の祈祷事を勘すずめし江す．
｡nｍ･剛１．矛宜産導いて唾Ｇへ旦Ｉ皿1い亭卸Ｊ１＄
しざ、ごL霊興じ冠､､畠廼く
卿,,劉螺懸醗漂謝識織の説明がある。本院は、天
ロモU抵銘<
･諭同噂……ﾘ豊即劃,i,…関し平９年（737年）に名僧行基
て西J'L,旗γここを雛すずめしすず.
､履’，麗湾ﾄ鶏2霊編i鳥菩薩によって開基と伝えらＷ服く
::呼;撰篭:麓:裟れ､行基I;]作の十一面観音みし唾'児ぽく
“、繍篭鰯:，を本尊として祁り、このあＩｐﾚﾆｰ ｙＴ凸､貝りく
盤…縄溌詳繍たりでは「嫁いらず観音」
ぢ魂､ﾕﾚ郡零ゾで闇風して手ごい
産堕の蹄自つ…息､誉…蜘堕…の俗称で知られている。｢老『湾マ動でよろしくあ醐いし江ツ．
総側嘱'，…….よ‘……，､，、いても嫁の手を煩わすこと
｢嫁いらず観音Ｉ
下の写真は「嫁いらず観音」のみ
を拡大したものである。上の写真
の左は「ぼけ封じ観音」で右の「嫁
いらず観音」と並んでいる。人の
おいた場而に出くわした｡軽銭箱の下にｎ分の
羽鶴や花が両サイドに飾られ、お
手作りの前掛けがお揃いで掛けられていた｡線
香立てやろうそく立て､湯飲みなども対で川意
されている。地域の人々に丁亜に管理されてい
なく、健康で幸せな生涯を全うできる」という笠 る事がわかる。筆者が訪れた際に､下の写真の
饗銭箱の下に､誰かが自分の下着を袋に入れて験があるとされ、薪板に、下着（男性トランクス，
ブリーフ、女性ショーツ･ズロースなどと明記）の
祈祷日は決められているようであった。
祈祷、観音タオルによる加護の呪法などが説|ﾘlさ 下着を置き、後で取りに来るらしいことがわか
れている。祈祷済みの下蒜なども販売されているｃ る。おそらく、饗銭を入れ拝み、「ぽっくりＩ
のご利益を期待して､後でこの下請を身に藩けるのであろうと想
像される。
写真は飛稀搬彩
ぽっくり寺探しは、松崎（2007)、脊志社文芸部（2011)、塚本（1976）などに依拠している。
2016年３）l現在の現地洲行からの抜粋であり、Ｉ洲在はいまだ途上である。
図１「ぽっくり信仰」の現地調査からの抜粋
(注）１
２
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広島県 PＥ
山形県
①山形市風立寺（如来安楽往生）
②山形市平泉寺（コロリ観音）
③山形市長谷堂(コロリ観音･住民管理）
④米沢市普門院（コロリ薬師）
⑤米沢市幸徳院（イビダレ地蔵）
福島県会津若松市
①恵隆寺・立木観音
②如法寺・鳥追観音
③弘安寺・中田観音
茨城県
①岩井市慈光寺（ぽっくり不動）
京都府
①京都市薬師禅寺（梯子地蔵
おねしょ封じ）
②京都市安祥寺（日限地蔵）
③京都市即成院（那須与一）
④京都市金剛寺（タレコ封じ）
栃木県
①鹿沼市清林寺（ぽっくり様）
②下都賀郡岩舟山高勝寺（ぽっく
り地蔵）ハ奈良県
①生駒市吉田寺（ぽっくり寺）
②香芝市阿日寺（ぽっくり寺）
③蔦城市石光寺傘堂（安楽往生）
市Ｉ
市’
、
群馬県
①安中市（ぽっくり不動・地区住民
管理）
②前橋市駒形観音堂（長寿観音）
③館林市清林寺（ぽっくりの立札）
櫛
岡山県
①井原市嫁いらず観音院
②井原市永祥寺（那須与一）
③小田郡禅源寺(ふくふく地蔵延命
ぽっくり）
???
ジ
鰯?? ??
崎玉県
①川口市西光院（ぽっくり薬師）
蔓綴翰蕊 拳藤
①周防大島町（ボケ封じ観音と
＃:繊琴鑓
２４鹿児島国際大学福祉社会学部論築第３５巻第１号
香川県
①三豊市地蔵寺（嫁楽観音）
②高松市（保久僅大権現α住民管理）
③高松市（ぽっくり・延命地蔵・住
民管理）
瀞
愛知県
①名古屋市興正寺（大随求明王）
②常滑市来応寺（ぽっくり地蔵）
③荒熊神社（ぽっくり弘法大師）
■
①尾道市（嫁いらず観音、今
徳島県
①板野郡地福寺
（ぽっくり地蔵）
Iま寂れ立ち入り禁止）
〆
山口県
②人吉市南光院
①朝倉市高野寺（嫁いらず地蔵）
嫁いらず観音・地域住民管理）
熊本県福岡県
①八代市釈迦院
図２「ぽっくり信仰」の現地調査の終了地点（2008年４月～2016年３月）
筆者は８年ほど前より全国の「ぽっくり信仰」の寺社や地蔵や洞などの現地調査を行ってきた。とはいえ、
まだ調査すべき対象は残っている。お参りに来る人の多くは高齢者で、１０代や20代の若者が、祈祷依頼するこ
とは考えられない。若者は、通常、自らが老いることを忘却して生きることのできる特権的世代であり、自ら
の老いを想像することすら困難であろう。というのは、老いは通常「経験」としてやってくるからであろう。
｢ぽっくり信仰」は、長患いして寝たきりにならずに安楽往生を祈願する土俗ｉｓ)的な民間信仰（俗信）である。
祈祷した下藩の効力に全面的な信頼を置いているわけではないであろうに、また、単なる俗信とわかっていな
がら、祈祷を受けた下着を身に着けることで安堵する人間の姿がある。京都のあるぽっくり寺を訪れた際、祈
祷受付で高齢の女性が家族の祈願依頼をしていたのが聞こえてきたが、まるで医者に語るように病状を詳細に
報告していた。「ぽっくり信仰」は､商業主義に絡めとられたような土俗的呪法にすがる人間の心性を想起させ
る俗信であり、教義に依拠した体系的な既存の宗教的見地とも、近代の知性に基づく科学的・合理的見地とも
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佐々木陽子：「ぽっくり信仰」という俗信から見えてくる「すがる心性」２う
異なり、「ぽっくり信仰」は、呪法の絡まった土俗的死生観を提示している。「ぽっくり信仰」を謡う一部の寺
社では、商業主義路線にのって、「下の世話にならずにすむ」との呪法の施された下着やお守が売られ、それを
身につけたり枕の下に入れて寝たりすれば長患いせずに「ぽっくり往生」ができるなどと、口コミで広がった
りした。気休め・安堵のために購入するのであろうか。人間の計算不可能性な心性の一端をのぞかせている。
６結語
すがるとは何だろう。祈るとは何だろう。人事ではいかんともしがたいことに直面した時、人は神仏など人
事を越えた存在に、何かを託す心性に駆られることがあろう。成田山のお守りやお札を下げている車を関東地
方ではよく見かける。信心深さに関わりなく、自分が交通事故に巻き込まれる危険は、運転する限り起こりう
る。この危険は予知できず、誰も告知してくれないとならば、寄せ付けない気分にしてくれる方法として、こ
うしたお守りなどが位置づけられよう。
「ぽっくり信仰」は、老いて寝たきりになることへの忌避感情が根底にある。『|光‘惚の人ｊは、一方では日本
の福祉行政の貧困をあぶりだし福祉の推進役となったと言われ、他方では「ああはなりたくない」との祈願を
こめた俗信の「ぽっくり信仰」の推進役にもなったと言われる'6)。奈良の吉田寺では「認知症を題材にした有
吉佐和子さんの小説「枕惚（こうこつ）の人」が話題を呼んだ70年代から参拝者が急増したという」（｢朝日新
聞』200862朝刊,奈良版)。これに類する記事は「腰巻寺､ポックリ寺大繁盛」とのタイトルでやはり有吉佐和
子の小説をきっかけに参詣者急増とある（｢読売新聞」1978.5.7朝刊)。
「ぽっくり信仰」の底流には、「私の死」に対する不安や恐怖がある。そのため、下の世話をされず、寝込ま
ずに安楽に逝きたいとの願望が表出しており、何かにすがろうとする心性を捉えられる。俗信VS科学という二
項対立によって、俗信の奥行きが平板に解釈されることも考えてみなければなるまい。庶民の知恵としての俗
信もありえることを、板橋作美が教えている。「妊婦の食物禁止リストは、たくみに作られているとさえ言え
る」とある。全国から妊婦の食物禁忌を集めると、ウサギ、イカ、タコ、サメ、果物、南瓜などかなりの数に
なる。こうした禁止食品を日常生活で､我々はどれだけ食べているだろうか。「禁止の否定的側面だけをみてい
てはならない。禁止は､禁止されたもの（範囲）以外のものに許可をあたえていることでもある｣。それによっ
て妊婦の抱えた不安を逆に取り除いている視点を指摘している（板橋１９９８：26-9)。
野村昭は、俗信のうち「社会にはなはだしい実害をおよぼすもの」を迷信とし、「俗信とは、科学的な検証を
経ていないにもかかわらず、ア・プリオリに信じられている知識・技術・因果観である」と定義する（野村
1989:6,9)。そのうえで、「俗信や迷信を支える要因を無知蒙昧や時代錯誤に求めるのではなく」、不安解消や、
社会的慣行、社会的強制力などの社会的要因に求めることの必要性に言及している（野村1989:13-4)。神仏に
祈願する多くの方法のうちのひとつとして神の乗り物とされてきた馬に絵を書き奉納する絵馬の例があるが、
佐藤健一郎・田村善次郎は、奈良時代にすでに絵馬奉納があったことに触れ、「①病気平癒、②安産・子育て、
③学業成就・技芸上達、④男女関係（縁結び・縁切り）⑤豊作・商売繁盛など」をあげ「ささやかな幸せを求
めてきた庶民の心情をみる」としている（佐藤・田村2013:98,100,106)。「高知女性の会」（2000）に登場する
義親の介護に追われた介護嫁の中には、自らは子どもの世話になるのを忌避したいと言明している人もいる。
自らは介護の過酷さに耐えながら、過酷さを体験したがゆえに自らの死を前に、他者の世話にならず自立しよ
うとする思いが見て取れる。こうした彼女らの思いに「不条理」が看取される。というのは、彼女らの他者に
迷惑をかけまいとの思いは、自立へと彼女らを誘導する現代社会のあり様の芋む問題に連結すると考えるから
である。他方で、介護経験の有無を越えた位相で「ぽっくり信仰」などの俗信に気持ちが向かうとしたら、俗
信であることがわかっていながら、俗信にすがる心性を放棄できずに合理と非合理の間を生きる人間観が映し
出されているように思われる。
２６鹿児島国際大学福祉社会学部論集第35巻第１号
[註］
ｌ）「ぽっくり」の語源について、「朝日ジャーナル」（1975.17（54):87）は、「ぽっくりとは、漢字で緋<と保久利、ホコリがなまったもの
で、安全、円満、安穏に、ということ。往生は、「捨此往彼蓮燕化生」から二字をとったもの、つまり、ポックリ往生とは長生きをして
死ぬ時には人に迷惑をかけず､自分も苦しまず安楽に､という意味になりますな」と説明している。また､塚本哲は「ぽっくり」と「コッ
クリ」が似ているとし、「例えば、居眠りなどして、上体が急に“がっくり”と前後に動くさまであって、ここでは特に「コックリ往生」
することをいう」と説いている（塚本1976:12-13)。
２）俗信という語は、迷信、民間侭仰、民俗信仰、庶民信仰などと絡まり不鮮明な使われ方をしている。辞典によると、「日本の民俗文化を
２じな
明らかにするための手掛かりとなる生活知識。長い経験によって機能した知識ともいわれ、禁忌・占い・予兆・呪い・民間療法・妖怪
変化・幽霊などが含まれる」（福田ほか編1999：980)。板橋作美は、俗信を非科学的なものと焔印してよいのかとの問題意識から、そこ
に潜む文化的意味を問いかけ、「俗信の最大の理解者であるはずの民俗学が、同時に俗信に対しての股大の偏見をもっていたのではない
のかと思う」（板橋1998：７）と述べ、さらに「これら低級な信仰、非体系性、断片性、非合理（非論理）性などの言葉は、民俗誌や市
町村誌で俗信を報告するときに、まるで俗信の枕詞のように使われている。俗信は、世間のふつうの人びとはもちろん民俗学研究者に
すら、恥ずべき、くずのような僧仰とさげすまれてきたのである」（板橋1998：１６）と指摘する。この立場の代表例に井之口章次の名を
あげ、俗信を「宗教の堕落形」に位慨づけたと記す（板橋1998：１８)。井之口は、「最近、民間信仰という言葉が、やや混乱して使用さ
れている。ある場合には、民俗学であつかう信仰現象一般を指し、ある場合には、俗信に置きかえて用いられている」とし、さらに次
のように記す。「紳社神道を含めた既成宗教の信仰に対立するものとして、「民間信仰」は適切な表現であり、われわれが「信仰」とし
てあつかっている部門も、この民間信仰の意にほかならないのである。これに対して俗信は、それらの信仰現象が信仰をうしない、お
ちぶれて、形だけをとどめているものを含むと同時に、信仰に並行していかなる民族・社会にも常に存在するような心意現象が、一定
の形を持った場合に、これを俗信と呼んでいる。すなわち民間信仰に限らないということである」（井之口1952：280)。俗信と迷信との
関係、筆者の俗信に対する位世づけなどは後に１章を設けて詳論する。
３）「蔭膳」の先行研究は少ないが、地域によって異なる「蔭膳」の習俗事例が、桜井徳太郎、関敬吾、柳田園男の論考に登場する。習俗の
差異は名称の差異としても表出している（桜井１９６３：２０；関１９４１：７３；柳田１９６２：445-6など)。大越公平は、他地域ではみられない
「写真箱」と呼ばれる鹿児胤県奄美独自の「カケゼン」を取り上げている（大越1979)。拙稿でも、不在者への共食としての「お供え」
と「蔭膳」をとりあげ、調在から考察している（佐々木2012)。
４）筆者が実施した65名を対象とした調査の中で戦争を体験した濁齢者からも、こうし呪法の話が聞かれた。
５）飯島吉晴によると現世利益は仏教用語で、「釈迦の説法を聞くことで直接得られる利益を意味した。来世に受ける利益を当益というのに
対して現世で受けるものを現益とか現世利益といったのである」（飯島1999：197)。辞典によると、「本来仏教用語であり、仏や菩薩の
慈悲、また修行などによりこの世で得られる幸福や利益をいう。（中略）しかし、一般には祈願や呪術的な行為により得られる直接的利
益を意味し、比較的宗教性の浅い信仰態度を指す言葉として用いられることが多い。現世利益が個人の幸福に関心が集中し、病気治し、
祈願成就、経済的向上などがその主な内容であるからである」とあり、民俗信仰には殊に商売繁盛・家内安全・病気治癒などの現世利
益が顕著とある（福田アジオほか縞1999：580)。
６）常光徹は、俗信の基本的分類を兆（予兆）・占（ト占）・禁（禁忌）・呪（呪術）とし、具体例を示しているが、卜占の例に下駄を投げあ
げて表なら晴れ、裏なら雨の例をあげている（常光2009：167)。
７）神崎宣武によると、こうした那例は江戸時代から記録され、たとえば船酔いでは船から途中で降りるわけにはいかないため、まじない
として「便や尿を飲む」こともあった（神崎1999：６６)。
８）先行研究として、木村博は、葬送儀礼・末期の水・安楽死・死後の供養などのテーマの中で「ぽっくり僧仰」を取り上げ内在的な問題
に光をあて誌じている。（木村1979,1989)。井上勝也は、個人の尊厳を脅かす「寝たきりになりたくない」願望が高齢者に強いことを
指摘し、より良き生を望むゆえに安楽なる死を期待するなかで、年をとることへの自己否定、もっと若ければとの回帰願望などの問題
を考察している（井上1978)。塚本哲は、「ぽっくり信仰」の紹介に多くの頁を割いてはいるが、こうした信仰が存在する事実を確認し
「事実の前には謙虚な気持ちで、それがよし非科学的にみえても、実体にふれ、その存在の意味を学ぶことに努めました」（塚本1976：
３）と自らのスタンスを表明し、さらに「老人に対する社会福祉の手薄なことなどからはじまった、老人群の「告発」であるといわれ
ています」と記している（塚本1976:378)。山口信治は、タイトルに表出しているように､老人と孤独の問題を照射している（山口1975,
1978)。その他、かんたんに触れる程度で登場ものがいくつかある。例えば、岩井宏寅は「呪物の将色として、しばしば身につけるもの
を奉納する場合がある」として「腰巻奉納」をあげ、さらに「ポックリ」を「安楽死祈願」として位悩づけ、奈良の阿日寺と吉日寺を
紹介している（岩井２０１２：243)。また、飯島吉晴は、水子供養が1970年代全国的に広まったと同じ頃、一種の「安楽死を願う習俗」と
して「ぽっくり信仰」を位慨づけ、下の世話にならずに済むように願う老人の心理を分析している。その中で、「性とぽっくり信仰のつ
ながりを指摘している」（飯烏1999：188-92)。宮田登も、とげぬき地蔵に触れた後、近年急に関心を集め出したものとして、「ぽっくり
信仰」をあげている（宮田２００６：５)。
９）民俗学的な紹介やルポルタージュに分類されるものとして、「朝日ジャーナル」（1975.17（54）：86-91)、富士正晴、白木利幸、武田正、
立石尚之、山中興悦などがあげられる（富士1973；白木2003；武田1999；立石2005；山中2001)。
１０）三浦綾子の自伝的作品は以下の３編からなる。第１に、「青春編」としての「道ありき」（1980)、第２に、「道ありき第二部結婚編」と
しての「この土の器をも」（1981)、そして、第３に、「道ありき第三部信仰入門編」としての「光あるうちに」（1982）である。
11）国会会議録検索システム（http://kokkai,ndLgojp/）を使用することで、第１回（昭和22年５月）以降の国会会議録の検索が可能であり、
これを使用している。
12）出所：厚生労働省資料・幡姻・出生の推移厚生労働省（2016年４月25日取得,http:"www・mhlw・gojp/toukei/saikin/hw6inkou/tokusyu／
syussyoO6/syussyol,html)。
13）いずれも文部省内の迷信調盗協識会の編集で、「迷信の実態日本の俗信一」（1949)、「俗信と迷信日本の俗信二」（1952)、「生活慣習
と迷信日本の俗信三」（1955）として出版されている。
佐々木陽子：「ぽっくり傭仰」という俗信から見えてくる「すがる心性」２７
14）松崎窓三によると、天狗が戦時流行した理由として、「自らの意思とかかわりなく生と死に直面することを余儀なくされた人々が、生と
死をつかさどる神仏のうち岐も強力な天狗への祈願へ殺到」したとある（松崎2009：187)。
15）本稿では「習俗」「民俗」という語を使用せず、「土俗」を用いる。「習わし」など広い概念である「習俗」でも「人民の風俗」を意味す
る「民俗」でもなく「土俗」を使用するのは、この語が「その土地の風俗や習わし」を指し、その土地その土地により信仰対象や呼び
名や祈願方法などが異なるからである。辞典によると、「土俗」は、各地の風俗や耐い伝え・伝説などの意味でよく使用されていたが、
「日本民俗学会の創設（1912）と岡機関紙「民俗」の発刊などにも見られるように、それ以降はあまり使われず、民間伝承ざらには民俗
の語に次第に職き換わった」（禍川アジオほか編2000：219）とある。
16）「奈良県斑鳩町の吉田寺（きちでんじ)。参拝者は五十歳代以上の女性たちが圧倒的に多く、排尿・排便の世話になる前に死ねるように
と、ほとんどの人が下着を祈とうしてもらうと言う」（｢読光新聞」1998.10.27朝刊)。
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佐々木陽子：「ぽっくり信仰」という俗信から見えてくる「すがる心性」２９
‘‘DependentAttitude，，EmergingfifomthePoAﾉﾋz"･jSA加肋Folk
Beliefor‘‘BeliefinSuddenDeath，，：
HumanNatureLivingbetweenRationalityandlrrationality
ＹＯｋｏＳＡＳＡＫＩ
lnthel970s,SawakoAriyoshi，sKokotsunoHito(TheTWilightYears)becameabestseller・Itisbelievedthat,as
expressedbytheelderlycharactersinthiswork,thefeelingofnotwantingtodiemaconditionwhereotherstakecareof
one,sexcretoryneedspopularizedtheexpressionpokkurishinkoor‘‘beliefinsuddendeath.，，Pokkurishinkoisafblk
beliefregardingdependenceongenseriyaku(theworldlybenefitgainedinthislifbtime)ｉｎｗｈｉｃｈｏｎｅｃａｎｄｉｅａｎ"easy
death，，ifonewearsblessedunderwear､Ingeneral,weappeartothinkandactrationally;however,whenweencounter
unavoidablecircumstancesinhumanaffairs,ｗｅｐｒａｙぅbuygoodluckcharms,anddiscovera‘‘dependentattitude，，within
ourselves､TheauthorconductedfieldsurveysonpokkurishinkoinvariousareasalloverJapanfbreightyears､Basedon
thedataobtained,thisstudyexplorestheconditionofpeoplecaughtbetweenrationalityandilTationality､Thisbeliefis
alsosimultaneouslytermedyomefhyoshinkoorthe“beliefthatadaughteHn-lawisunnecessaIy，，andyomerakushinko
orthe“beliefthatthedaughter-in-law，ｓｌｉｆｅｉｓｅａｓｙ，，andtherefbre，theauthordiscussesthisissuefi｢omthegender
perspectiveaswell．
KeyWOrds:FolkBelieflrrationality,FieldSurveys,PokkuriShinko
